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部課室名 
農政環境部 

農林水産局 
漁 港 課 

記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

漁港課長 林健児 
（課長補佐兼計画係長 大西勝則）

内線 4172 

（4177） 
  

事 業 名 事業区間 総事業費  １．６億円 
事業種目 漁港漁村整備 

漁村再生交付金事業 妻鹿漁港 内用地補償費      ０億円 

所  在  地 事業採択 
予定年度 

着手予定 
年  度 

完成予定 
年  度 

姫路市白浜町 平成 26 年度 平成 26 年度 平成 28 年度 
事 業 目 的 事 業 内 容 

妻鹿漁港は、水産物の生産流通拠点としての役割
を担ってきたが、近年は家島・坊勢漁協等による水
産物の直販活動が活発になり生産者と消費者の交
流の場となっている。 
しかし、前面の臨港道路には歩道が無く、路上駐

車が常態化していることから、道路改良を行い、歩

道の適切な配置と駐車場を整備することにより、漁

港内の安全確保を図る。また、歩道整備が困難な箇

所については、直売所までの誘導路を整備し、多目

的に利用できる緑地を整備する。 
これらにより、水産業の６次産業化を支援し、さ

らなる漁港の発展を図る。 

道路改良    Ｌ＝610ｍ（Ａ＝7,400㎡）
駐車場整備   Ａ＝4,900㎡ 
誘導路     Ｌ＝200ｍ 
緑地整備   Ａ＝500㎡ 
案内看板整備  Ｎ＝2 基 
 

［負担割合：国 50％ 県 40％ 市 10％］      

【事業主体：兵庫県】 
 

評価視点 評価結果の説明 
(1)必要性 

 

 

 

 

 

 

 

(2)有効性・効率性 

 

 

 

 

 

(3)環境適合性 

 

 

(4)優先性 

 

 

現在妻鹿漁港では、昼市の開催等で県民が訪れる機会が増大しているが、
漁港は漁業生産活動の場としての整備を主に行ってきたため、駐車場不足や
安全確保など一般来訪者の増大という新たな動きに対応できていない状況に
ある。 

また、漁業の６次産業化を進めるために、漁港に陸揚げされる新鮮な水産
物を通じて人が集い賑わう拠点としても漁港を活用していくことは、漁港漁
村の活性化に非常に重要であるため、本事業の必要性は高い。 
 

近年の地産地消推進により、漁港で陸揚げされる新鮮な水産物の人気は高
まっており、休日等に地元の魚を求めて漁港を訪れる県民が増加しているた
め、一般来訪者の利便性向上に資する本事業は漁港漁村の活性化に非常に有
効である。 

 【Ｂ／Ｃ＝１．５２】 

 

 現在漁港周辺にある自然環境や景観を活かし、案内看板や緑地整備の一
部には県産木材を用いる事業計画である。 
 
 妻鹿漁港は、県内でも有数の水産物陸揚量（属地）を誇る漁港であり、中
播磨圏域での水産物流通拠点として重要な役割を担っている。 
 現在、漁協による直売所や昼市が行われており、今後も新たな直売所の整
備が見込まれている。漁港漁村の活性化のためには、このような漁協の取り
組みにより増加する一般の漁港来訪者に対応した施設整備を行い、「人が賑
わう漁港」への発展を図ることが必要不可欠である。更に本事業は、地元漁
協の取り組みと連携し実施していく必要があることから優先性は高い。 
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妻鹿漁港　漁村再生交付金事業

緑地整備

駐車場整備

誘導路

県漁連加工セン タ－

荷捌所

とれとれ昼市 （ 家 島 漁 協 ）

とれとれ直売所（ 予定）

（ 坊 勢 漁 協 ）

白浜直売所（ 予定）

（ 姫 路 市 漁 協）

加工場

案内看板整備

道路改良

道路改良

直売所の移転（ 予定）

駐車場整備

断面位置

とれとれ直売所

（ 坊 勢 漁 協 ）

妻鹿漁港

坊勢・家島地域
７，６４９　ｔ

他地域から
の陸送
７５６　ｔ

加工・流通

消費者

妻鹿地域
８１　ｔ

　直販（生鮮・加工）
　　【漁業者のメリット】
・数量がまとまらない漁獲物の販売

・地域の特産漁獲物のPR
・自らの価格決定による収入増

市場
　　　【消費者のメリット】
・鮮度の良い魚を安価に入手できる

・市場では手に入りにくい魚が買える

・地域特産物の情報入手ができる

　　　　　県漁連
・直売所へのブースの出店

・加工品の出品

連携

漁獲物の集約

とれとれ昼市（家島漁協）

県漁連加工センター

妻鹿漁港

位置図

航空写真

妻鹿漁港

姫路駅

　　　　　　　【課題】
・歩行者の安全確保
・駐車スペースの不足            用地利用変更
・漁港に親しむ場の不足
・直販場所への案内・誘導が不十分

とれとれ直売所（坊勢漁協）

整備平面図

直
販
の
拡
大
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加工品

【歩行者の安全確保のための道路改良】

路上駐車
の慢性化

整備前
路上駐車による危険な利用状況 歩道

( 3.7m )
植樹帯
( 3m )

車道（４車線）
( 14.5m )

停車帯
( 2.5m )

直
売
所
側

直
売
所
側

駐車場
( 11.7m )

車道（２車線）
( 7m )

歩道
( 2.5m )

歩道
( 2.5m )

道路改良 駐車場整備

断面図



 
工程表（妻鹿漁港） 
 

 H26 H27 H28 

調査・設計 
 
 

  

道路改良 
   

駐車場 (新設) 
   

誘導路等 (新設) 
   

 
 
B／C根拠説明資料 
 
便益（B）の項目 
 

 
 
費用便益比（B／C）算出根拠 

B（便益） C（費用） 

総費用 事業費 
維 持 

管理費 

事

業 
事業名 便益額 

（百万円） 
代表的な効果 

(百万円) (百万円) (百万円) 

B 

／ 

C 

①一般利用者の

利便性向上 
258 

一般利用者の移動距離縮

減 

13百万円／年 

駐

車

場 

妻鹿漁港 

 

漁村再生

交付金事

業 

計 258  

169 160  9 1.52 

 
※社会的割引率は４％、分析対象期間は事業完了後５０年とする。 
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① 一般利用者の利便性向上 注1 注2 注3

年間便益　＝　移動時間　×　時間価値　×　来訪者数
○

注1）

注2） レクリエーションに費やす時間価値
注3） とれとれ昼市及びとれとれ直売所の年間来訪者数

近隣の既存駐車場から、本事業で整備する直売所等の前面の駐車
場までの徒歩での移動時間

算出方法事業 Ｂ（便益）

駐車場整備により、一般利用者の
移動時間短縮便益
近隣の駐車場より徒歩で本事業
で整備した直売所前面の駐車場
に移動する時間短縮

駐
車
場

m013191
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